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1.  平成22年3月期第1四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年6月30日） 

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益につきましては、平成22年３月期第１四半期は、１株当たり四半期純損失が計上されているため記載してお
りません。 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第1四半期 112 △19.0 △37 ― △36 ― △21 ―

21年3月期第1四半期 138 ― 5 ― 5 ― 3 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第1四半期 △1,498.57 ―

21年3月期第1四半期 240.79 234.79

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第1四半期 884 845 95.3 58,006.49
21年3月期 1,095 910 82.9 62,666.69

（参考） 自己資本   22年3月期第1四半期  843百万円 21年3月期  907百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 0.00 ― 3,100.00 3,100.00

22年3月期 ―

22年3月期 
（予想）

0.00 ― 3,400.00 3,400.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
連結累計期間

376 △11.1 74 △53.7 76 △52.9 43 △54.5 2,966.75

通期 1,040 9.8 396 2.4 400 2.3 246 12.3 16,777.93
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4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  無  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の実績等は、業績
の変化等により、上記予想数値と異なる場合があります。 

新規 ―社 （社名 ） 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 無

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第1四半期 14,729株 21年3月期  14,680株

② 期末自己株式数 22年3月期第1四半期  192株 21年3月期  192株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第1四半期 14,495株 21年3月期第1四半期 14,289株
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当第１四半期における（平成21年4月～平成21年6月）における世界経済は、グローバルな金融市場の混
乱から、米国を始めとする世界的な景気後退により企業収益は減少傾向にあります。国内の景況感は最悪
期を脱したものの、実際の業績改善につながる見通しはたっておらず、さらなる景気の下振れリスクも高
まっております。 当社グループの属する情報サービス分野におきましても、景気後退懸念より大幅な顧
客企業のIT投資への減速が顕在化してきております。その結果、製品・サービスへの高付加価値、低価格
化、高品質化、効率化に向けた取組が一層重要になってきております。又、同時に当社グループの重点顧
客である食品業界では、前年度までに連続的に発生した様々な食品事件・事故に対する「食の安全・安心
対策」への需要は継続的に拡大しています。 このような経営環境の下、当社グループは、社会の緊急課
題である「商品の安全・安心」に対する企業間における商品情報交換プラットフォームとしてのソリュー
ション提供に継続注力しております。特に食品業界における「食の安全・安心（アカウンタビリティやト
レーサビリティ）」については、生産者、加工メーカー、卸、小売を結ぶ精度の高い商品（品質管理）情
報交換ニーズに対してのIT市場は大企業から中堅中小企業まで幅広く急速に拡大普及しつつあります。 
その結果、当社グループ製品の利用者は累計で約46,000ユーザー（平成21年6月末現在）となり、商品情
報交換の標準プラットフォームとしての普及、標準化は順調に進行しております。当第１四半期の事業拡
大への重点的な取り組みといたしましては、景況感の悪い状況下でこそ、低価格・高機能パッケージソフ
トウェアである当社ビジネス拡大の契機と捉えて、当社ビジネスの主力市場である企業間サプライチェー
ンの全体最適と普及拡大を目指して“無償版ソフト（eBASEjr.）”の機能強化（無償eBASEjr.ファイル交
換、電子プリペイドポイントによる帳票出力等の機能提供）に向けた開発投資と先行リリースに積極的に
取り組みました。 これら取り組みにより、「食品業界」では前年度から継続している食品スーパーを中
心とした“小売企業”への「FOODS eBASE」の販売促進だけでなく、食品メーカーの原材料取引先等への
無償eBASEjr.の利用普及が拡大しています。 又、“生活関連商材（アパレル、日雑、化粧品等）”の仕
様（品質）管理ソリューションの「GOODS eBASE」も小売企業に段階的に採用され運用が活発化してきま
した。「環境関連市場」では、前年度の投資停滞状況から脱出傾向の中、欧州の有害化学物質含有製品の
輸出入規制に関わるREACH規制や業界標準団体のフォーマット(JAMP等)にも対応した「GREEN eBASE」の開
発投資を行いました。これら重点事業領域に適合した製品開発をタイムリーに行う事で、今後の事業拡大
に向けた開発投資を積極的に行ないました。 
  
こうした結果、当第１四半期の連結業績は、売上高が景況感の悪化から受注時期の遅れや売上単価の減

少、検収時期の遅れなどにより112,319千円（前年同期比26,289千円減）となりました。 
 一方、販売費及び一般管理費は、これら重点事業を遂行する上で必要な開発、サポート体制及び営業体
制の強化のための新規採用による人件費増及び製品力強化のための開発費増等により136,644千円（前年
同期比17,929千円増）となり、営業損失37,359千円（前年同期比42,545千円減）、経常損失36,794千円
（前年同期比42,622千円減）、四半期純損失は21,721千円（前年同期比25,162千円減）となりました。 
  
  
  

（資産の部） 
当第１四半期末の総資産は前連結会計年度末に比べ、210,836千円減少し884,513千円となりまし

た。主な要因は現金及び預金が81,297千円減少したこと、受取手形及び売掛金が154,650千円減少し
たこと等によるものであります。 

（負債の部） 
流動負債は、前連結会計年度末に比べ、146,264千円減少し39,023千円となりました。主な要因は

支払手形及び買掛金が21,992千円減少したこと、未払法人税等が121,981千円減少したこと等による
ものであります。 

（純資産の部） 
純資産合計は、前連結会計年度末に比べ、64,571千円減少し845,490千円となりました。これは主

に、配当金の支払を44,912千円、四半期純損失を21,721千円計上したことにより利益剰余金が減少し
たこと等によるものであります。これにより自己資本比率は95.3％となりました。 

  
  

  

・定性的情報・財務諸表等

1. 連結経営成績に関する定性的情報

2. 連結財政状態に関する定性的情報
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当第１四半期連結会計期間における業績、今後の販売動向等を勘案し、平成21年５月14日に公表いた
しました平成22年３月期の第２四半期累計期間の業績予想（連結・個別）を修正しております。なお、
通期の業績予想につきましては、現時点では、平成21年５月14日に公表しました予想数値を据え置きま
す。 
 詳しくは、本日別途公表いたしました「平成22年３月期第２四半期 業績予想の修正に関するお知ら
せ」をご参照ください。 

  
※業績予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績

は今後の様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

  

該当事項はありません。 
  

  

該当事項はありません。 
  

  

該当事項はありません。 
  

  

3. 連結業績予想に関する定性的情報

4. その他
(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 504,877 586,174

受取手形及び売掛金 97,228 251,879

有価証券 99,975 99,951

仕掛品 1,490 －

貯蔵品 230 234

その他 39,241 16,619

貸倒引当金 △606 △1,523

流動資産合計 742,438 953,335

固定資産   

有形固定資産 12,926 12,215

無形固定資産 4,239 3,641

投資その他の資産   

投資有価証券 100,068 100,078

その他 24,840 26,079

投資その他の資産合計 124,908 126,158

固定資産合計 142,075 142,015

資産合計 884,513 1,095,350

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 230 22,222

未払法人税等 490 122,472

その他 38,303 40,594

流動負債合計 39,023 185,288

負債合計 39,023 185,288

純資産の部   

株主資本   

資本金 190,144 189,164

資本剰余金 162,644 161,664

利益剰余金 526,808 593,443

自己株式 △36,356 △36,356

株主資本合計 843,240 907,914

少数株主持分 2,249 2,146

純資産合計 845,490 910,061

負債純資産合計 884,513 1,095,350
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第１四半期連結累計期間】 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

売上高 138,608 112,319

売上原価 14,708 13,034

売上総利益 123,900 99,285

販売費及び一般管理費 118,714 136,644

営業利益又は営業損失（△） 5,186 △37,359

営業外収益   

受取利息 639 565

その他 3 －

営業外収益合計 642 565

経常利益又は経常損失（△） 5,828 △36,794

特別利益   

貸倒引当金戻入額 609 917

有形固定資産売却益 669 －

特別利益合計 1,279 917

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

7,107 △35,876

法人税、住民税及び事業税 241 281

法人税等調整額 3,400 △14,538

法人税等合計 3,641 △14,257

少数株主利益 25 102

四半期純利益又は四半期純損失（△） 3,440 △21,721
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

7,107 △35,876

減価償却費 1,354 1,993

貸倒引当金の増減額（△は減少） △609 △917

受取利息及び受取配当金 △639 △565

有形固定資産売却損益（△は益） △669 －

売上債権の増減額（△は増加） 101,238 154,650

たな卸資産の増減額（△は増加） 213 △1,487

仕入債務の増減額（△は減少） △1,741 △21,992

未払消費税等の増減額（△は減少） △4,433 △13,869

その他の資産・負債の増減額 △1,840 △2,413

小計 99,981 79,522

利息及び配当金の受取額 87 280

法人税等の支払額 △36,978 △120,058

営業活動によるキャッシュ・フロー 63,090 △40,255

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △80,000 △200,000

定期預金の払戻による収入 － 100,000

有形固定資産の取得による支出 △965 △2,155

有形固定資産の売却による収入 2,034 －

無形固定資産の取得による支出 － △1,147

投資有価証券の取得による支出 △15,500 －

貸付金の回収による収入 321 321

差入保証金の差入による支出 △168 △50

差入保証金の回収による収入 14 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △94,263 △103,030

財務活動によるキャッシュ・フロー   

株式の発行による収入 80 1,960

配当金の支払額 △18,840 △39,970

財務活動によるキャッシュ・フロー △18,760 △38,010

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △49,934 △181,297

現金及び現金同等物の期首残高 227,903 486,174

現金及び現金同等物の四半期末残高 177,969 304,877
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当第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日） 

該当事項はありません。 

  

【事業の種類別セグメント情報】 

前第１四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日） 

全セグメントの売上高の合計、営業利益の合計額に占めるeBASE事業の割合がいずれも90％を超え

るため、記載を省略しております。 

当第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日） 

全セグメントの売上高の合計、営業利益の合計額に占めるeBASE事業の割合がいずれも90％を超え

るため、記載を省略しております。 

  

【所在地別セグメント情報】 

前第１四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日） 

本邦以外の国又は地域に所在する在外支店及び連結子会社がないため、該当事項はありません。 

当第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日） 

本邦以外の国又は地域に所在する在外支店及び連結子会社がないため、該当事項はありません。 

  

【海外売上高】 

前第１四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日） 

海外売上高がないため、該当事項はありません。 

当第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日） 

海外売上高がないため、該当事項はありません。 

  
  

当第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日） 

該当事項はありません。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

eBASE株式会社 （3835）　平成22年３月期 第１四半期決算短信

8


	H22年3月期1Q短信　サマリー情報.pdf
	H22年3月期1Q短信　定性的情報
	H22年3月期1Q短信　財務諸表
	貸借対照表.pdf
	損益計算書
	ＣＦ計算書

	H22年3月期1Q短信　注記情報



